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　今回から臨床眼科の編集委員に加えていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。
　臨床眼科 2024 年 6 月号は，先月号に続いて「第 77 回日本臨床眼科学会講演集」が掲載されま
す。また「今月の話題」は羽入田明子先生の「お酒と緑内障」についてです。
　先日第 128回日本眼科学会総会が村田敏規総会長のもと，成功裡に開催されました。「視力を尽
くさぬ闘い」のテーマのもと，ユニークなシンポジウムや企画が多く，参加された先生方は大い
に楽しまれたことと思います。近年，網膜色素変性患者に対して網膜オルガノイドを網膜下に移
植する再生医療が，本邦において試みられています。また，RPE65 遺伝子変異による遺伝性網
膜ジストロフィに対する遺伝子治療や培養ヒト角膜内皮細胞移植など，長年の研究成果を結実さ
せた大きな医学の進歩が実臨床で使用可能となっています。実際にこれらの治療を受けることが
できる患者さんの数は，まだ非常に少ないと思いますが，今がまさに遺伝子治療や再生医学の黎
明期なのだろうと思います。今後さまざまな先端治療が臨床応用されるでしょう。10年後，20年
後には今のことが「あの頃急にさまざまな新しい医療が入ってきた」と思い出されるようになる
のではないかと思います。これからの医療を担う若い先生方には，特にこれらの医学の進歩に注
目していただきたいと思います。 （蕪城俊克）

©
IG

AK
U

-S
H

O
IN

 L
td

, 2
02

4

2026/09/25 14:00:53




